
3　　　2016.6 たんば 2016.6 たんば　　　2

人
口
の
現
状

　

市
の
人
口
は
、
平
成
7
年
の
国
勢
調

査
の
７
３
，９
８
８
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
、
平
成
27
年
調
査
の
速
報
値
は
、
９
，

２
９
９
人
減
の
６
４
，６
８
９
人
で
し
た
。

　

出
生
・
死
亡
に
よ
る
人
口
増
減
を
自
然

増
減
、
転
入
・
転
出
な
ど
人
の
移
動
に
よ

る
人
口
増
減
を
社
会
増
減
と
い
い
ま
す
。

平
成
13
年
か
ら
、
自
然
増
減
・
社
会
増

減
が
と
も
に
減
少
し
、
人
口
が
減
り
続

け
て
い
ま
す
。

3　　　2016.5 たんば

人
口
減
少
の
要
因

　

自
然
減
の
要
因
は
出
生
数
の
減
少
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
丹
波
市
の
女
性
が
一
生

の
間
に
生
む
子
ど
も
の
数
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
．６
６
人
（
平
成
24
年)

。
長

期
的
に
人
口
が
横
ば
い
と
な
る
水
準
の
２
．

０
７
人
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
減
の
要
因
は
平
成
13
年

か
ら
続
く
転
出
超
過
で
す
。
年
齢
別
転

丹ま
ご
こ
ろ

の
里
創
生
総
合
戦
略

人
口
減
少
に
挑
む

目
前
に
迫
る
人
口
減
少
問
題
。

丹
波
市
は
２
つ
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
に
挑
み
ま
す
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
。

市
民
１
人
ひ
と
り
の
活
躍
を
応
援
す
る
こ
と
。

こ
の
２
つ
を
実
現
す
る
た
め
、
丹
の
里
創
生
総
合
戦
略
が
動
き
出
し
ま
す
。

１. 魅力的なしごとを創造する
丹波ブランドを活かした産業の創造・継承と、活躍
人口を生み出す創造的なしごとをつくる

　結婚し、子どもを産み育てる人を増やすに
は、生活を支える「しごと」が必要不可欠です。
また、若い世代のＵ・Ｉターン者を引き付け
るには、魅力的な産業、創造的なしごとの創
出が重要です。
　魅力的なしごとを創造し、１人ひとりが働
くことを通してもてる力を発揮し、活躍する
場の増加をめざします。

２. 交流人口を増やす
「人」との出会いから地域の魅力を伝え、交流を促

進し、移住・定住につなげる

　定期的に交流する人口を増やし、移住・
定住へとつなげます。交流人を丹

まごころ

を込めて
迎え、市の魅力の見える化や効果的な情報
発信をします。
　また、本市出身の市外在住者がイベント
などを通して、地域と関わり続けることで、
子育てや転職などの人生の節目に丹波市に
戻るきっかけをつくります。

３. 市民みんなで子育てを応援する
安心して子どもを産み、育てられるまち「丹波市」
をつくる

　市内で結婚につながる出会いの場を増や
し、結婚・出産、子育てに対する切れ目の
ない支援策を展開し、市民みんなで子育て
を応援します。
　また、安心して子どもを育てられる環境
をつくることで、子育て中の若い世代や女
性が就職、地域活動などで活躍できるよう
支援します。

4. 元気な地域をつくる
  活力ある地域コミュニティを育て、市民がいきいき
と暮らすまちをつくる

　地域を構成する一員としてそれぞれの立
場で役割を果たすことが大切です。
　また、子育て応援や地域資源の活用など地
域活性化に取り組むとともに、１人ひとりが
もてる能力を発揮し、主体的に活躍できる環
境や風土をつくります。活躍する人々を地域
で育て、応援します。

基
本
目
標

丹の里創生総合戦略

４
つ
の
基
本
目
標
と

平
成
28
年
度
開
始
の
具
体
的
な
施
策

■
魅
力
的
な
し
ご
と
を
創
造
す
る　

▽
丹
波
市
版
「
半
公
半
農
」
事
業
：
行
政

事
務
と
農
業
研
修
を
仕
事
と
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
新
規
就
農
人
材

を
養
成
し
ま
す
▽
丹
波
市
版
就
職
支
援
サ

イ
ト
の
構
築
：
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
向

け
の
就
職
支
援
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す

■
交
流
人
口
を
増
や
す

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
推
進
：
記
念
品

を
通
じ
て
魅
力
あ
る
地
場
産
品
を
全
国

へ
発
信
し
ま
す
▽
定
住
促
進
住
宅
：
市

が
空
き
家
を
借
り
入
れ
、
改
修
後
、
移

住
希
望
者
に
貸
し
出
し
ま
す

■
市
民
み
ん
な
で
子
育
て
を
応
援
す
る

▽
結
婚
相
談
支
援
事
業 

婚
活
お
せ
っ
か

い
マ
ス
タ
ー
登
録
制
度
：
婚
活
を
応
援

す
る
「
お
せ
っ
か
い
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
」
を
公
認
登
録
し
、
結
婚
を
希
望
す

る
人
の
婚
活
を
支
援
し
ま
す
▽
家
庭
教

育
講
座
：
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
学
ぶ
家
庭
教
育
講
座
を
実
施
し
ま
す

■
元
気
な
地
域
を
つ
く
る

▽
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護
分
野
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
利
活
用
事
業
：

医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
進
め
、
生
涯
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
▽
地
域
づ
く
り

交
付
金
制
度
：
地
域
の
課
題
や
特
色
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

人
口
減
少
に
挑
む

　

丹
の
里
創
生
総
合
戦
略
は
、
人
口
減

少
問
題
に
対
し
て
、
防
止
策
と
と
も
に
１

人
ひ
と
り
の
力
を
ア
ッ
プ
し
、
活
躍
す
る

人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、
市
の
活
力
維
持

を
め
ざ
し
ま
す
。
市
の
魅
力
を
活
か
し
た

施
策
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、

個
々
の
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
、
活
躍
す
る
人
を
応
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
１
人
ひ
と
り
が
家
庭
や
地

域
を
振
り
か
え
り
、
人
口
減
少
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

今春改修が完了した衣川邸（青垣地域）。
大学生と地域が連携して空き家を改修。
交流人口の増加をめざし、シェアオフィ
スやチャレンジショップとして活用予定。

出
者
数
は
、
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半

が
最
多
。
結
婚
・
子
育
て
を
す
る
世
代

が
転
出
す
る
と
、
子
ど
も
が
増
え
ず
、
自

然
増
減
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

将
来
の
人
口
を
予
測

　

こ
の
ま
ま
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇

せ
ず
、
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
が
収
束

し
な
け
れ
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
４
７
，

９
１
８
人
、
２
０
６
０
年
に
は
３
５
，

２
４
５
人
ま
で
減
少
し
、
２
０
１
０
年
の

人
口
の
半
分
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」）。

丹
の
里
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

　

予
測
ど
お
り
に
人
口
が
減
少
す
る
と
、

地
域
経
済
が
縮
小
し
、
ま
ち
の
活
力
が

低
下
し
ま
す
。
こ
の
問
題
を
克
服
し
、
活

力
あ
る
丹
波
市
を
維
持
す
る
た
め
、
平

成
27
年
度
に
丹
の
里
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
後
５
年
間
の
人
口
減
少
対

策
の
具
体
的
施
策
を
定
め
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
人
口
減
少
克
服
の
た
め
、
地

域
で
活
躍
す
る
市
民
を
応
援
し
、
活
躍

人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
持
て
る

力
を
発
揮
し
、
持
続
的
に
発
展
す
る
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
４
つ
の
基
本
目

標
を
設
定
し
ま
し
た
。
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